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１．阿蘇圏域の外来医療に係る医療提供体制の
現状や課題等の意見交換の進め方について
（第11回阿蘇地域医療構想調整会での説明内容）



熊本県外来医療計画の改正の方向性

 熊本県外来医療計画は、第７次熊本県保健医療計画の別冊
となっている。

 今回の改正にあたっては、令和５年度中に第８次熊本県保
健医療計画を策定するため、熊本県保健医療計画の一部と
して策定予定。
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○ 外来医療計画は、医療法第30条の４第２項第10号の規定に
基づく、医療計画における「外来医療に係る医療提供体制の
確保に関する事項」を定めたもの。

○ 令和元年度に都道府県において外来医療計画を策定し、令
和２年度から取組みを進めており、令和６年度以降は３年毎
に見直すこととされている。

第１１回阿蘇地域医療構想調整会議
（令和５年９月５日）資料３



阿蘇地域医療構想調整会議における協議の進め方について（予定）

○ 外来医療に係る現状・課題等の整理

➣ 現行計画策定時において、阿蘇地域では郡市医師会理事会において
外来医療に係る現状・課題や目指すべき方向性について意見交換を
実施

➣ 今回の具体的な意見交換の進め方については、現行計画策定時と
同様に、郡市医師会理事会において意見交換させていただきたい。
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意見交換による地域の現状・課題、
目指すべき方向性の検討

保健医療計画（外来医
療計画）素案の作成

9月5日

委員へ
意見照会県全体

阿蘇地域

9月14日 11月中旬

保健医療計画（外来医療計
画）案の作成

【スケジュール】

第11回阿蘇

地域医療構
想調整会議

阿蘇郡市
医師会理事会

阿蘇郡市
医師会理事会

第１１回阿蘇地域医療構想調整会議
（令和５年９月５日）資料３※一部修正

阿蘇圏域編の「外来医療に係
る医療提供体制の確保」分野
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２．第８次熊本県保健医療計画（阿蘇圏域編）
の策定方針について



二次保健医療圏ごとに、地域の課題の掘り下げや連携体制の
構築など、地域の特性応じた重点的な取組み等を記載する１０
の計画を策定（県計画と整合を図る）

①熊本・上益城 ②宇城 ③有明 ④鹿本 ⑤菊池

⑥阿蘇 ⑦八代 ⑧芦北 ⑨球磨 ⑩天草

第７次地域保健医療計画

③計画の実現に向けて（県民・関係機関の役割、進行管理など）

〔 施 策 の 柱 〕

生涯を通じた健康づくり

地域で安心して暮らせる保健医療の提供

地域の保健医療を支える人材の確保・育成

健康危機に対応した体制づくり

②
基
本
計
画

熊本地震からの医療提供体制の創造的復興

〔 基 本 目 標 〕

安全安心な暮らしに向けた、
一人ひとりの健康づくりと
地域における保健医療の提供

①
基
本
構
想

地域医療構想の推進

第７次熊本県保健医療計画

第７次計画の総合評価、
新しいくまもと創造にむけ
た基本方針を踏まえた変
更

国の指針、熊本県地域医
療構想の推進を踏まえた
記載

「施策の柱（４本）」は、
基本的に維持（項目に大き
な変更がなかったため）

熊本地震の経験を踏まえた
医療提供体制は削除し、
「災害医療」の項目に統合

第８次熊本県保健医療計画（圏域編）の策定方針について

第８次熊本県保健医療計画

〔 基 本 目 標 〕

県民が地域で安全・安心に
暮らし続けられるための
持続可能な保健医療体制の構築

二次保健医療圏ごとに、地域の課題の掘り下げや連携体制の

構築など、地域の特性に応じた課題と取組みの方向性を記載

①熊本・上益城 ②宇城 ③有明 ④鹿本 ⑤菊池

⑥阿蘇 ⑦八代 ⑧芦北 ⑨球磨 ⑩天草

〔 施 策 の 柱 〕

・生涯を通じた健康づくり

・地域でいつまでも安心して暮らせる保健医療の提供

・地域の保健医療を支える人材の確保・育成

・地域における健康危機への対応

②
基
本
計
画

二次保健医療圏における計画の推進に向けて

③計画の実現に向けて（県民・関係機関の役割、進行管理など）

①
基
本
構
想

地域医療構想の推進

－

県計画と一体的に推
進することとし、地域
の特性に応じた取組
を推進する

○これまでの「地域計画」という形ではなく、「二次保健医療圏における計画の推進に向けて（通称：圏域編）」として、
県計画本体に統合し、一体的に推進する。

○圏域編については、各圏域の概要や現状、重点課題と取組みの方向性（課題は１０項目程度）を記載する。
○ページ数は５～６枚程度とする。

圏域編の策定方針
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①地域で協議を重ねながら体制を構築していくことが必要な項目（主に医療分野）
②評価指標が後退しているなど、地域で取組む課題がある項目
③阿蘇独自の取組みがあり、地域の特徴がある項目

・本項目（案）については、令和５年度第１回阿蘇地域保健医療推進協議会
（8月22日開催）において協議したもの。
・協議会委員からの意見を踏まえ、11月末開催の第２回協議会において阿蘇圏域編
（案）を協議予定。

阿蘇圏域編について

○ 阿蘇圏域における重点項目（案）について

○ 重点項目の設定にあたり基準とした視点

7

⑥災害医療
⑦新興感染症発生・まん延時に
おける医療

⑧歯科保健医療対策

①生活習慣病対策
②医療機能の適切な分化と連携
③外来医療機能に係る医療提供体制の確保
④在宅医療
⑤救急医療
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３．関係データ



診療所医師の現状

二次医療圏
診療所医師数

（人）
人口10万人あたりの
診療所医師数（人）

外来医師
偏在指標

全 国 107,226 84.7 112.2

熊 本 1,606 91.3 117.3

熊本・上益城 860 105.2 131.1

宇 城 83 79.1 100.5

有 明 140 88.9 109.6

鹿 本 38 74.8 93.1

菊 池 134 70.8 101.6

阿 蘇 34 55.6 113.3

八 代 129 94.1 107.8

芦 北 37 82.7 108.0

球 磨 67 75.3 94.8

天 草 84 74.6 105.2

■熊本県の外来医師偏在
指標は16／47都道府県

■阿蘇圏域の外来医師
偏在指標は全国
88／335二次医療圏

【厚生労働省提供「外来医師偏在指
標」を基に作成】
※診療所医師数は、令和２年度医師・
歯科医師・薬剤師調査（令和２年１２
月３１日現在）により算出

※人口は令和３年１月１日時点
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診療所医師の現状

○ 阿蘇圏域は、人口10万人あたりの診療所医師数が56.8人であり県内で最も少ない。
○ また、60歳以上の診療所医師の割合は64.7％であり、平成30年の51.2％から13.5％上昇
し、県内では２番目に高齢化率が高い圏域である。

92.0
（県平均）

56.2
（県平均）

単位（左軸）：人（10万人あたり） 単位（右軸）：％
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医師(医療施設従事)の現状

○ 阿蘇圏域は、人口10万人あたりの医療施設従事医師数が148.2人であり県内で最も少な
い。

11

176.5
204

178.9
148.2

176.5

257.2

308.1

224.6 224.3

399.1

297

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

人口10万人あたりの医療施設従事医師数

出典：「医師・歯科医師・薬剤師調査」を基に県医療政策課作成



初期救急（在宅当番医）

【在宅当番医制を取り巻く環境】

実施機関数
（実数）

実施機関数
（延べ数）

年間日数
１医療機関の
平均当番回数

阿蘇郡市医師会 23医療機関 213医療機関 71日 9.26回

（参考）
熊本市医師会

391医療機関 746医療機関 66日 1.91回
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※R5年度

※R2年度

別途休日夜間急患センターへの出動協力医あり

○ 在宅当番医は実施医療機関数が23医療機関であり、１医療機関の当番回数は年平均9.26
回。



看護職員の現状
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○ 阿蘇圏域は、人口10万人あたり及び病院病床100床あたりの看護職員数が県内で最も少な
い。

55.3 
59.9 57.2 

45.3 
54.3 50.7 

63.7 

54.2 
63.4 

48.6 

73.8 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

病院病床100床あたりの看護職員数

出典：R2看護職員業務従事者届、R2国勢調査
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薬剤師の現状
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○ 阿蘇圏域は、人口10万人あたりの医療施設従事薬剤師数が34.1人であり、県内で最も少な
い。

出典：「医師・歯科医師・薬剤師調査」を基に県薬務衛生課作成
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その他

○ 小国公立病院での医療MaaSの取組

第１０回阿蘇地域医療構想調整会議
資料2-1（一部抜粋）
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